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　日本色彩学会の55回目の全国大会を，福岡市にある
九州大学大橋キャンパスにて開催いたします．九州で
の全国大会は，3度目で，九州大学大橋キャンパスで
の開催は2度目になります．九州大学での最初の開催
は，ちょうど10年前の2014年でした．ひと昔前です．
10年前は，さほど，危機感はなかったのですが，今，
思うことは“若手がいない”，全くいないというわけで
はないのですが，それにしても，少ない．今，流行りの
AIなどの研究分野では，多いのかも知れませんが，日
本色彩学会の若手は少ないのではないかと思います．
それでも，国際色彩学会（AIC）などに行くと，日本の
色彩研究者は，多くの方が参加し，そして，多くの方
が発表していると感じることができます．他の国と比
較して，色彩の研究者は多い方かもしれません．しか
し，第一線で活躍していた先生方が徐々にリタイヤし
ていっていますし，これもいつまで続くのだろうかと
感じてしまいます． 
　日本は，少子化と言われて久しく，しかも，人口減
少に入りました．どこもかしこも後継者不足，どの学
会もそうなる運命で，後継者の争奪戦が始まろうとし
ているかも？ すでに，始まっていると思った方がい
いでしょう．やれやれです．
　さて，どうしましょうか．指を咥えていても事態は
改善しないし，駄目元でもいいので，今回の全国大会
では，新しい企画を行うことにしました．高校生に学
会への参加を呼びかけてみました．電子メールで約
100校，FAXで約150校，あとは，口コミで，広報を行
いました．ねらいは，高校生に色彩学研究を知っても
らおうということです．色彩は古代ギリシャのアリス
トテレスの時代から研究対象でしたが，大学受験の際
には，なかなか見えません．例えば，建築を勉強した
ければ，建築学科，経済を勉強したければ，経済学部
などと，このような大きな学問としては扱われていま
せん．色彩を勉強したければ，どこ？となるのではな

いでしょうか？ その前に，色彩が研究対象になるこ
とも知らないかも知れません．今，思い返せば，自分
も高校生の頃は色彩が研究の対象になるとは思ってい
ませんでした．
　今回の全国大会は，高校生を意識した全国大会
となっています．まずは，高校生のための色彩学の
チュートリアルとして，３講演があります．ひとつは，
色彩学入門で，色彩が研究対象になること，そして，
もう２講演は，社会の中で色彩学がどのように役に
立っているのかです．具体的には，実際に企業で行っ
ている仕事を紹介です．株式会社資生堂のみらい研究
所の菊地久美子さんには，化粧品での色彩研究を，元
株式会社竹中工務店の高畑雅一さんには，建築設計コ
ンペやプレゼンテーション，アート作品制作などの業
務での色彩の話をしていただくことになっています．
　また，大学では，色彩学科のような学科はないので，
実際にどこに行けば，どのような色彩研究ができるの
かを知ってもらうために，大学研究室紹介であるオー
プンラボも開催します．オープンカラーラボは，オー
プンキャンパスの色彩学会版です．
　さて，今回，高校生の発表も募集しました．嬉しい
ことに３件の発表の申し込みがありました．聴講につ
いては，何人くらいの高校生が参加してくれるかは
分かりません．不安ですが，楽しみでもあります．色
彩に興味を持ってくれる高校生は必ずいると思いま
す．現在，須長の研究室には，３名の学部４年生がい
ますが，３名のうち２名は，高校生の頃から，色彩の
研究がしたくて，九州大学芸術工学部に入学してきた
と言っていました．このような高校生が少しでも増え
ることを願うばかりです．本大会がそのような機会に
なることを期待しております．そのためには，まず，
学会参加者の皆様に，この全国大会を楽しんでいただ
き，その雰囲気が参加する高校生に伝わればと思って
います．
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